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１．日本標準産業分類項目 

  大分類 Ｇ  情報通信業 

  中分類 39 情報サービス業 

  小分類  

         391  ソフトウェア業 

         3911 受託開発ソフトウェア業 

         3922 組込みソフトウェア業 

         3913 パッケージソフトウェア業 

         3914 ゲームソフトウェア業 

        392 情報処理・提供サービス業 

         3921 情報処理サービス業 

         3922 情報提供サービス業 

         3923 その他の情報処理・提供サービス業 
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・391と392の違いを説明する。 

 

・受託開発とPKGの違いは後
で説明する。 



２．情報サービス業の状況(1) 

2 

 情報通信業に係る売上高は、電気通信業(35.1%)、ソフトウェア業(31.0%)、情報処理・提供サ

ービス業(12.1%)の順に大きく、この３業種で情報通信業全体の78.2％を占める。 

 情報通信業に係る企業数は、ソフトウェア業、情報処理・提供サービス業の順に多いが、労働生産率

と労働装備率が他業種に比べて低い。 

図表2．労働生産性、労働装備率、労働分配率の状況 図表1．情報通信業の売上高 

企業数 
労働 
生産性 

(万円/人) 

労働 
装備率 

(万円/人) 

労働 
分配率 
（％） 

電気通信業 356 4,648.5 8,488.3 13.3 

ソフトウェア業 2,930 997.4 367.1 58.9 

情報処理・提供
サービス 

1,776 818.5 278.6 57.2 

インターネット付
随サービス 

687 1,468.7 929.4 38.9 

民間放送業 374 2,104.8 2,943.6 34.3 

新聞業 125 1,369.0 2,437.4 58.4 

H29年情報通信業基本調査 



２．情報サービス業の状況(2) 
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 情報サービス業全体の売上高は、過去最高だった27年度から3.1%の減少。 

 情報サービス業全体の売上高のうち、受託開発ソフトウェア業の売上が47.6%を占める。 

以下、情報処理サービス業が22.8%、パッケージソフトウェア業が6.5%となる。 

 情報処理サービス業の売上が前年から2.7%増となったが、受託開発ソフトウェア業が2.1%減、 

パッケージソフトウェア業が3.7%減となった。 

H29年情報通信業基本調査 



３．受託開発とパッケージ開発 
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受託開発 パッケージ開発 

特徴 

顧客企業が業務で利用する情報システ

ムや業務用ソフトウェアなどの開発案件

を請け負って開発すること。 

多数の企業で汎用的に利用できるソフ

トウェアを見込んで開発すること。 

 

メリット 
・自社の業務内容を大きく変えずに 

 利用できる 

・既製品であるため、すぐ利用できる 

・比較的安価 

・利用者が多い 

（情報の入手し易さ、品質の安定） 

デメリット 

・導入に時間がかかる 

・費用が高価 

・変更に柔軟に対応できない 

・自社の業務内容に合わない場合は、

カスタマイズが必要。 

・不要な機能があっても、それらの機能 

  を含めたコストになる。 

精度が変わってもバージョンアップで
対応ということができる。 



４．パッケージソフトの種類(1) 
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 パッケージソフトの特性 



４．パッケージソフトの種類(2) 
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https://it-trend.jp/ 



５．パッケージソフトのライフサイクル 
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V1 

V2 

： 
     ： 
     ： 

Vx 

企画 商品化 開発 

販売 

サポート 

商品化 開発 

販売 

サポート 

商品化 開発 

販売 

サポート 

△ 

販売終了 

通知 

△ 

販売終了 

(EOS) 

サポート終了 

(EOL) 

▽ 【販売戦略】 

・CM、広告による認知度アップ 

・プレインストール、お試し期間 

・ターゲットを絞ったマーケティング 

・保守サポートによる顧客囲い込み 

・適度なバージョンアップ（制度改正、機能追加） 



６．パッケージソフトの形態 
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スタンドアロン クライアント／サーバ クラウド 

構成 

導入面 
・利用PCそれぞれにインストール作業 

 が必要。 

・インストールに専門知識が必要。 ・インストール作業が不要。 

コスト面 

・利用PC毎にライセンスが必要。 ・サーバ／クライアントが必要。 

・ライセンスは様々な形態がある 

（サーバスペック、ユーザ数等） 

・サーバの購入不要。 

・ライセンス形態が柔軟。 

その他 

・UIに優れている。 

・ネットワーク環境は不要。 

・他PCとのデータ連携が煩雑。 

・UIに優れている。 

・データが一元管理できる。 

・複数拠点での使用が可能。 

・Internet環境が必須。 

・ブラウザベースの画面。 

・サーバが他社と共有。 

オンプレミス 

APL 

APL 

DB 

APL 

DB 

ASP/SaaS 

Internet 

DB 

Intranet 

APL APL 



７．今後の動向 

情
報
サ
｜
ビ
ス
業
の
展
望 

 従来の業務効率化のための IT投資は縮小し、事業拡大や新規事業に対するIT投資（=攻めのIT投資）

が伸長する。 

 クラウドサービスの普及でシステムの開発や利用に係るコストが下がり、新規事業やサービスの立ち上げに係るコ

ストも低減する 

 ビッグデータ、IoT など攻めのIT 投資を実現するための技術がより進展・一般化する。 

 クラウド、ビッグデータなどの新しい技術領域の技術者、それらをビジネスに結びつけられる人材が求められるよう

になる。 

 技術、製品・サービス開発の必要性が高まり、資金調達の需要が大きくなる。 
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（中小情報サービス業の 現状と課題） 



ソフトウェア業界　売上高ランキング（平成28～29年）

企業名

日本オラクル

トレンドマイクロ

オービック

ジャストシステム

オービックビジネスコンサルティング

エヌ・デーソフトウェア

クレオ

ビー・シー・エー

ソースネクスト

サイボウズ

9 95

10 95

6 154

7 123

8 98

3 668

4 240

5 235

売上高 億円

1 1,732

2 1,488

８．売上高ランキング 
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９．事例企業の概要(1) 

サイボウズ ピー・シー・エー ＮＤソフトウェア 

本社所在地 東京都中央区日本橋 東京都千代田区富士見 山形県南陽市 

設立 1997年8月 1980年8月 1979年9月 

資本金 613百万円 890百万円 1,346百万円 

売上高 9,502百万円 9,786百万円 15,428百万円 

営業利益 802百万円 453百万円 1,825百万円 

従業員数 
（臨時従業員数） 

586人 
(126人) 

471人 
(80人) 

922人 
(130人) 

業務内容 

企業内でスケジュールや
メールなどの情報共有で
利用するグループウェアの
開発とライセンス販売など
が中核。 

会計、給与、販売管理、
仕入在庫管理などのパッ
ケージソフトウエアの開発・
販売・サポートサービスまで
一貫して手掛ける。 

介護・福祉向けパッケージ
ソフトウェア「ほのぼの」シ
リーズの開発・販売のほか、
受託開発ソフトウェア事業、
ヘルスケアサービス事業等
を展開する。 

主要製品 

サイボウズ Office 

Kintone 

サイボウズ Live 

PCA会計 

PCA給与 
「ほのぼの」シリーズ 
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９．事例企業の概要(2) 
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 サイボウズ 



９．事例企業の概要(3) 
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 タイプ別グループウェアのシェア 



９．事例企業の概要(4) 
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 ピー・シー・エー 



９．事例企業の概要(5) 
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 ピー・シー・エー 



９．事例企業の概要 
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 NDソフトウェア 

売上高比率 
50％ 

売上高比率 
38％ 

売上高比率 
6％ 

売上高比率 
5％ 



１０．中小企業の経営指標（2015年度） 
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2017年度版「中小企業白書」 付属統計資料 



１１．個人ワーク(1) 
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 財務諸表から各社の強み、課題を分析して下さい。 

着目した 
経営指標 

サイボウズ ピー・シー・エー ＮＤソフトウェア 

1 

2 

3 

その他気づいたこと 



１１．個人ワーク(2) 
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 MEMO 


